
将来ビジョン策定時における再編案別収支シミュレート
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１ 将来ビジョンにおける収支シミュレーションの結果

■資金期末残高の結果（比較表）

 フェーズ０〜Ⅲまでの50年間の資金期末残高が最も高く推移した案は案４－③（機能分化）、
続いて案１－③（小規模な急性期病院を設置）、案４－②（機能連携）でした。
 最も低い値となったのが案４ー①（現状維持）となり、案４－③との差は386.2億円です。

資金期末
残高

再編フェーズ

案１(新病院建設)の派生 案２
（中央病院への
完全集約）

案３
（市民病院への
完全集約）

案４派生（２病院活用）

  案１ー➀ 案１ー② 案１ー③ 案４ー➀ 案４ー② 案４ー③

  新病院建設
※大規模

新病院建設
※中規模

新病院建設
※小規模

中央病院へ
集約

市民病院へ
集約 現状維持 機能連携  機能分化

 
フェーズ0〜Ⅰ
(R3〜R26) -83.4 -120.6 -20.7 -53.5 -55.8 -41.8 -18.6 11.5

 

 
フェーズ0〜Ⅱ
(R3〜R34) -116.5 -119.9 -22.5 -67.1 -70.4 -107.6 -31.0 19.0

 

 
フェーズ0〜Ⅲ
(R3〜R52) -166.3 -95.9 -23.2 -118.0 -120.4 -369.1 -44.2 17.1

 

▼資金期末残高の比較表 (億円)
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▼資金期末残高の推移グラフ
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(億円) 2026年
2027年 2045年 2053年2021年 2070年

フェーズⅠフェーズ0 フェーズⅡ フェーズⅢ

案４−➀

案２
案１−②

案１−➀

案１−③
（小規模急性期病院）

案３

案４−③
（機能分化）

案４−②
（機能連
携）

■資金期末残高の結果（推移グラフ）

１ 将来ビジョンにおける収支シミュレーションの結果
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2070年
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フェーズⅠフェーズ0 フェーズⅡ フェーズⅢ

案４－③
（機能分化）

経営破綻ライン
目標ライン（10億）

案１－③（小規模な急性期病院建設案）
２病院建物がまだ新しく、建設コストの高騰を踏まえ、新病院は建設
せず、既存病院を活用することで資金不足を回避すべき
案４－②（機能連携案）
現状維持ベースの小規模な機能連携では中期的に収支が悪化、
医師確保が厳しくなるため、２病院での機能分化が必要となる

【フェーズ０内】
 ・２病院の強みを活かした役割明確化
 ・事務局の統合
 ・病院間での人員交流を加速化
 ・市域における医師派遣拠点等の創設
 ・経営状況や医師確保状況を踏まえた
  急性期機能集約化の検討

【フェーズⅠ〜Ⅱ】
市立２病院の機能分化により、継続的
な医師確保＋資金残高１０億円以上を
維持できる病院運営体制を構築

【フェーズⅡ〜Ⅲ】
２次医療圏内での機能分化に向けた検
討協議とその実現

案１−③
（小規模急性期病院）

案４−②
（機能連携）

１ 将来ビジョンにおける収支シミュレーションの結果
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C︓機能分化

A︓小病院建設

B︓機能連携

昨年度、経営アドバイザーより「当時の収支予測が大幅に下振れしている可能性があり、
早期の対応が必要となる可能性が高いため、直近10年以内の算定を行うことが現実的」
との助言を受け、令和15年までの将来推計を再算定しました。

赤点線（R6〜R15）について再算定を実施

（参考）将来ビジョンにおける再編案別収支結果
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（参考）将来ビジョンにおける再編案別収支結果
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